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～今月の表紙～

鹿島神社例大祭では 4 町若連
の山車が軽快なお囃子に合わ
せて町内を練り歩きました。
表紙は特別養護老人ホームあ
つかし荘の前で太鼓を披露す
る若連のみなさんです。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　町の中心部にある旧藤田宿。現在は商店街が建ち並ぶなか、一歩裏手に入ると、往時を偲ぶ、水路や板塀・石塀が随
所に見られます。
　江戸時代（天保年間 :1830~1844）に作製された「藤田村絵図」によると、桑折宿よりの宿場町入口には、道の両側
に石垣で積まれた木戸が構えられ、町の中央を観月台の溜池から流れ出す水路を境に、上町（南）と下町（北）に分か
れています。上町は中沢川より、下町は鹿島神社脇で西根上堰より取水した街路掘が宿場の用水として街道の中央を流
れています。藤田宿は、代官所のある桑折宿と異なり庶民の宿町として、半田銀山や近村の若者等が集まる在郷町とし
て繁盛していました。
　※在

ざいごうまち

郷町とは、農村部等において人や物資が自然と集まることで形成された町・集落

江戸時代の絵図に描かれた水路（所在地：大字藤田字北地内）

『国見のたからもの』№ 30

くにみ流
豊かな
食のフォーラム

「食」をテーマにしたフォーラムが国見町で初めて行われました。
第 1部では食の安全・安心をテーマにした「野﨑洋光講演会」、
第 2部では魅力あふれる家庭料理が並んだ「食の文化祭」が
開催されました。
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